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今回の紙面から（ページと内容）  

 1. 会長挨拶  
  2. 第29回大会のお知らせ  
 3. 第5回国際春季フォーラムのご案内  
  理事会より  
  4. 編集委員会より  
   5.  大会運営委員会より  
   広報委員会より 
    6. 学会賞委員会より 
  2010年度会計報告  
   2011年度予算計画  
  7. 事務局より  

 

会 長 挨 拶 
 稲田 俊明 

会員の皆様、いかがお過ごしでしょうか。

未曾有の大震災により、被災地域の大学では、

教育・研究施設にも多大な被害が残り、授業

計画等も少なからぬ影響を受けているのでは

ないかと存じます。東日本地域の会員の皆様

の困難な教育・研究環境が一日も早く復興し

ますように祈念いたします。 
４月に開催された第４回国際春季フォーラ

ムは、震災の影響で海外と被災地域からの３

つの発表がキャンセルされましたが、無事終

了しました。周到にご準備いただいた開催校

の関係者の方々、震災直後から開催を目指し

て尽力された大会実行委員会と長谷川担当理

事に心からお礼申し上げます。 
学会の国際化に向けて新たな展開がありま

す。次年度の春季フォーラムより、韓国英語

学 会（ English Linguistic Society of Korea 
(ELSOK)）と講師の交流を行うことになりま

した。また韓国で開催される ELSOK ワーク

ショップにも講師を送り相互交流を深めます。 
本年６月には、伊藤、長谷川両理事がワーク

ショップ参画と交流の準備のために訪韓し、

理事会、編集委員会等で具体案の検討を始め

ました。両学会誌への会員相互の寄稿も検討

中です。 

 
 
 
 
会員支援策の一環として、学会賞・新人賞

規定等を抜本的に改善し、学会顕彰を積極的

に行うという方向は前回も報告しました。既

に、学会ホームページでも告知していますが、

EL に掲載された２論文が奨励賞を受賞しま

した。現在、学会賞・新人賞についても選考

が進んでいます。最終選考結果は本年 11 月に

開催される学会総会で報告されます。 
第 29 回大会は、11 月 12 日(土), 13 日 (日)

に新潟大学で開催されます。詳細は案内の通

りですが、本年度も「公開シンポジウム」が

大会初日に開催されます。英語学の多様な研

究成果を社会に問う企画の一環として、昨年

度は非会員を含め多数の参加者を集めました。

大会への会員の皆様の多数のご参加をお待ち

しています。本大会に際しては、「新潟県コン

ベンション開催費補助金」が交付される予定

です（申請中）。大会開催費や懇親会における

会員相互の親睦のために補助金を有効に活用

し、有意義な大会にしたいと事務局を始め開

催校関係者は準備を進めています。 
来年度 2012 年には、本学会は設立 30 周年

を迎えますが、記念大会は慶応義塾大学（三

田）で開催されることになりました。記念大

会を引き受けていただいた慶応義塾大学の関

係者の諸先生に厚くお礼申し上げます。現在、

記念事業 WG を中心として、特別シンポジウ

ム、ワークショップ等の記念事業の策定や各

研究分野の海外招聘講師の選定が行われてい

ますので、準備ができ次第お知らせします。

30 周年の節目を迎え、意義のある充実した記

念大会を開催することが、学会の新たな飛躍

の第一歩となることを願っています。 
予期せぬ大災害の影響により、学会や研究

機関を取り巻く環境は厳しくなるものと思わ

れますが、会員の皆様の一層のご支援とご協

力をお願いします。 
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挨拶、大会運営委員会、編集委員会、広報委員会、

学会賞委員会、事務局からの報告などがあります。

会員の皆様の積極的な参加をお待ちしておりま

す｡ 
 
◇ 懇親会について 
 12 日（土）18:20 より 19:50 まで、総合教育研

究棟隣りの第一学生食堂において会員懇親会（会

費 4000 円（学生 3000 円））を催します。是非ご参

加下さい。 
 
◇ 証明書等の発行について 
 全国大会出席のため、所属機関に提出する証明

書等が必要な方は、返信用封筒を同封の上、下記

までご請求下さい。書式が定まっている場合には

証明印以外の部分を記入したものをお送りいただ

ければ幸いです。 
〒113-0023 東京都文京区向丘 1-5-2 開拓社内 
日本英語学会事務局 
 
◇ 学内食堂の利用時間 
 12 日（土）、13 日（日）の両日とも学内の生協

食堂は昼食を提供いたしておりません。昼食は、

ご持参頂くか、近辺のコンビニエンスストアをご

利用いただくことをお勧めいたします。同封の大

会資料・プログラムをご覧下さい。 
 
 

第5回国際春季フォーラムのご案内  

第5回国際春季フォーラムは次の通り開催され

る予定です。  
日時：2012年4月21日（土）・22日（日）  

場所：甲南大学 

 （〒658-8501 兵庫県神戸市東灘区岡本8-9-1）  

研究発表とワークショップの募集につきまして

は、同封の案内をご覧下さい。 
 
 

理事会より 
○ 会計 

2010 年度収支決算書および 2011 年度予算計画

書が、6 月 26 日開催の第 62 回理事会、ならびに

理事会メール会議にて審議の結果、承認されまし

た。 

収支決算と予算計画の内容については、このニ

ューズレターの、6 ページから 7 ページをご覧く

ださい。 
 
○ 会則の改正 

2011年6月26日開催の第62回理事会において、

日本英語学会会則の改正が承認されました。 
 改正された条項は以下のとおりで、すでに日本

英語学会ホームページに掲載されております。 
・第 62 回理事会で改正された条項の新旧対照 
① 第 10 条 
旧：会長は，理事会の選挙によって決める．会長 

の任期は３年とし，引続き再任はできない．

なお，会長は，会員の中から選出されるもの

とし，就任時に満 65 歳以下でなければならな

い． 

新：会長は，理事会の選挙によって決める．会長 

の任期は 2 年を 1 期とし，再任されてもよい

が引き続き 2 期を超えてはならない．なお，

会長は，会員の中から選出されるものとし，

就任時に満 65 歳以下でなければならない． 
② 第 11 条 2. 
旧：事務局長は任期を３年とし，引続き再任はで 

きない. 原則として会長と任期を同じくし，

会長の交代に伴い，交代することができる．  
新：事務局長は 2 年 1 期を任期とし，再任されて 

もよいが引き続き 2期を超えてはならない. 

③ 第 17 条 
旧： 2. 広報委員の任期は３年とし，引き続き再 

任できるが２期を超えることはできない． 

3. 広報委員会の規定は別に定める． 

新： 2. 広報委員の任期は２期（１期＝２年）と 

し，引き続き再任はできない． 

3. 広報委員長の任期は１期とし，再任はで 

きない． 

4. 広報委員会の規定は別に定める．   
 

○ 役員の異動 

評議員（退任） 
和田四郎氏が 2011 年 3 月 31 日付で評議員を退

任されました。 
監事（退任） 
家入葉子氏が 2011 年 3 月 31 日付で監事を退任

されました。 
広報委員長（退任） 
 大庭幸男氏が 2011 年 3 月 31 日付で広報委員長
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学会賞委員会より 

◇ 新人賞と学会賞（論文）の応募状況 

2011 年度の新人賞と学会賞(論文）は 5 月 31 日

に締め切られました。有資格者の 2010 年度 EL 研

究奨励賞受賞者から、新人賞と学会賞(論文）にそ

れぞれ 1 件ずつ応募がありました。応募論文の領

域は新人賞も学会賞(論文）もともに統語論です。

現在選考委員会において厳正に審査が行われてお

り、最終選考結果は本年 11 月に開催される日本英

語学会総会で報告されます。 

 

◇ 学会賞（著書）の応募状況 

5 月 31 日に締め切られた 2011 年度の学会賞(著

書)には 2 件の応募がありました。会員としての会

費納入条件を満たしており、また応募著書は 2 年

以内に刊行されていることが事務局により確認さ

れましたので、応募申請は 2 件とも受理されまし

た。応募著書の領域は、それぞれ史的研究と音韻

論です。1 次審査と最終選考の 2 段階選考で、現

在、厳正に審査が行われており最終選考結果は本

年 11 月に開催される日本英語学会総会で報告さ

れます。 
 
 

日本英語学会 2010 年度会計報告 
 2010 年度収支決算書（2011 年 4 月 1 日現在）が

監事（萩原裕子氏、金子義明氏）による監査を経

て、6 月 26 日開催の第 62 回理事会で承認されま

した。 
 

日本英語学会 2010 年度収支決算書 
2011年4月1日 

日本英語学会会長 稲田俊明 
 
収入（①）           ¥24,895,974 
支出（②）           ¥14,056,557 
2011 年度への繰越         ¥10,839,417 
 
【収入内訳】 
2009年度より繰越      ¥10,625,123 
会費                           ¥10,830,915  
大会参加費                      ¥1,422,000 
JELS購入金                        ¥4,500  
科研費と利息                 ¥900,017  

利息                              ¥2,052  
雑収入                           ¥477,076 
寄付                               ¥634,291 
合計①                          ¥24,895,974 
 
【支出内訳】 
EL 刊行費                       ¥4,117,663 
NL 等印刷費                       ¥112,150 
業務委託関係費                 ¥2,318,685 

事務委託費                 ¥1,276,815 
発送費            ¥1,041,870 

大会関係費                     ¥2,218,358 
印刷費                        ¥655,830 
運営費                        ¥910,128 
謝金                        ¥652,400 

JELS28関係費                     ¥626,272 
委員会関係費                  ¥1,437,260 

旅費                       ¥1,252,280 
会議費                        ¥184,980 

事務局関係費                 ¥3,176,169 
賃貸料                              ¥0 
人件費                       ¥3,004,194 
通信費                        ¥92,335 
消耗品費                       ¥0 
謝金                               ¥0 
交通費                        ¥79,640 
資料コピー費                        ¥0 
その他                         ¥0 

新人賞・特別賞費                      ¥0 
協賛学会への助成                    ¥50,000 
特別事業費への繰り入れ                  ¥0 
予備費                           ¥0 
合計②                         ¥14,056,557 
 
 

日本英語学会2011年度予算計画 

   以下に記載いたします2011年度予算計画書が7
月1日付けで理事会で承認されました。 
 

日本英語学会 年度予算計画書 
2011年5月26日現在 

 

2010年度より繰越        ¥10,839,417 
2011年度収入          ¥13,644,400 

¥24,483,817 

2011
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2010年度より繰越        ¥10,839,417 
2011年度収入          ¥13,644,400 

¥24,483,817 

2011
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○ 外部査読者登録（更新）のお願い  

「English Linguistics外部査読者登録のお願い」を事

務局から年2回（3月中旬～下旬と8月下旬～9月上

旬）送信いたします。今年の8月下旬から9月上旬

にかけても、登録のお願いを送信する予定でおり

ます。外部査読者登録制度への会員の皆様のさら

なるご支援をお願いいたします。 
 

○ 親と子の部屋について 

今年も大会会場に「親と子の部屋」という保育

室を設けます。専門の保育士が待機しております

ので、安心してご利用いただけます。利用ご希望

の方は、今回このニューズレターと同封されてお

ります「親と子の部屋利用案内」をご覧のうえ、

事務局までご連絡下さい。 

なお、この部屋の使用に関する一切の責任は利

用者が負うものとし、学会は一切責任を負いませ

んのでご了承下さい。 

 

 

編集後記 

 『え～ごがく』54 号でお知らせしましたとおり、

今年の 4 月 1 日付けで事務局長が交替いたしまし

た。岡崎正男前事務局長は原口前会長、稲田会長

と 2 人の会長のもとで 2 年間、日本英語学会のた

めにご尽力くださいました。現事務局長は昨年度

は事務局長補佐として岡崎事務局長のもとで修業

させていただきました。あらためて感謝し、お礼

申し上げます。 
また、大会運営委員会、評議員会、広報委員会

担当書記も昨年度書記の宗正佳啓氏が勤務校の事

情により交替を余議なくされ、4 月 1 日付けで松

元浩一氏に引き継ぎました。 
したがいまして、以下の陣容で、引き続き稲田

会長の在任期間中、日本英語学会の運営と事業の

実行をサポートいたします。 
事務局長：西岡宣明（九州大学） 

編集委員会・理事会書記： 

増冨和浩（宮城学院女子大学） 

村尾治彦（熊本県立大学） 

大会運営委員会・評議員会・広報委員会書記： 

松元浩一（長崎大学） 

財務・国際春季フォーラム書記： 

廣江 顕（尚絅大学） 

英語学研究、教育にとってたいへん厳しい状況

がとりまく昨今、日本英語学会が皆様にとってか

けがえのない魅力ある学会であり続けるためのお

手伝いができますよう微力ながら事務局一同、精

一杯務めたいと存じます。これまでと変わらぬご

支援とご協力を賜りますようお願申し上げます。   

（西岡・増冨・村尾・松元・廣江） 
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代表者    稲田 俊明 
発行所    日本英語学会  
http://wwwsoc.nii.ac.jp/elsj/ 
〒113-0023 
東京都文京区向丘 1-5-2 

開拓社内 
電話 (03) 5842-8900
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The English Linguistic Society of Japan (ELSJ) 
5th International Spring Forum 2012 
Call for Papers and Workshop Proposals 
 

第５回日本英語学会国際春季フォーラム

SF2012 開催 

 

日時：2012 年 4 月 21 日(土)～ 4 月 22 日(日) 

場所: 甲南大学 兵庫県神戸市東灘区岡本 8-9-1 

連絡先: forum-elsj@kaitakusha.co.jp  
 

日本英語学会が主催する国際春季フォーラムは、若手英語学者、言語学者を中心とした、発

表・交流の場を提供する目的で、4 年前から開催されている国際学会です。来年 4 月、甲南大

学で行われる SF2012の発表、ワークショップを募集します。発表内容は学会員に限り JELS に

掲載することができます。たくさんの皆さんの応募をお待ちしています。 
 

発表言語：英語 (司会、質疑等すべて英語) 

発表要旨：800 ワード未満（12 ポイントで A4 判 2 枚以内、PDF（推奨）または Word 形式） 

締め切り：2011 年 12 月 2 日 

採否通知：2012 年 1 月 16 日 

宛先：forum-elsj@kaitakusha.co.jp 

 

参加費：会員        2000 円 
非会員      5000 円 
非会員 学生 3000 円 

 

詳細は英語の Call for Papers and Workshop Proposals をご参照ください。 
 


